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１．共同住宅の外皮性能基準

１－１．住宅の外皮性能基準（UA値・ηAC値）



➢ 外皮のうち、屋根天井、外壁、開口部、床等の部位毎の熱貫流率等を計算し、住
宅全体の外皮平均熱貫流率を算出します。また、RC造Ｓ造の場合、構造熱橋部
の外皮熱損失量を算出します。
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○RC造Ｓ造の場合、構造
熱橋部の熱損出量を算出

〇部位毎にJIS等に基づく建材の
熱抵抗値などを基に算出

〇熱橋部を含め断面構成を詳細
に考慮する方法や所定の計算
式により簡易に算出する方法も
ある

例えば、
○外気や外気に通じる空間に

接している部分：「1.0」

○外気に通じていない空間に
接している部分：「0.7」

屋根天井

【立体図】
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１．共同住宅の外皮性能基準

１－２．外皮平均熱貫流率（UA値）の算出方法



１．共同住宅の外皮性能基準

１－３．日射熱取得率（η値）の算出方法

➢ 外皮のうち、屋根天井、外壁、開口部等の部位毎の日射熱取得量を計算し、住宅全体の平均日射熱取得率を算出します。
（床基礎は計算対象外です。）また、RC造Ｓ造の場合、構造熱橋部の日射取得量を算出します。
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⇒ = 冷房期の平均日射熱取得率（ηAC値）
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「日除けの効果係数」、「取得日射熱補正係数」、「方位係数」が冷房期の値の場合、

⇒ = 暖房期の平均日射熱取得率（ηAH値）暖房期の総日射熱取得量 ÷ 外皮面積合計 × １００

「日除けの効果係数」、「取得日射熱補正係数」、「方位係数」が暖房期の値の場合、

日除けの
効果係数

日除けの
効果係数

日除けの
効果係数

取得日射熱
補正係数

方位係数

方位係数

方位係数

方位係数

×

×

×

×

外気側表面に
応じた係数

外気側表面に
応じた係数

外気側表面に
応じた係数

構
造
熱
橋
部

屋根天井

外壁

長さ

長さ

方位係数

方位係数

×

×

外気側表面に
応じた係数

外気側表面に
応じた係数

日除けの
効果係数

日除けの
効果係数

日射熱取得率

日射熱取得率

×

×

×

×

×

×

=

=

日射熱取得量

日射熱取得量

○RC造Ｓ造の
場合、構造熱橋
部の日射熱取
得量を算出。

〇「部位のＵ値×0.034」
or

「窓の垂直面日射熱取得率」

〇「1.0」or「外気側
表面の日射吸収
率に応じた値」

〇 暖房期と冷房期それぞれに、
地域の区分と方位に応じて定められている値

〇「1.0」or「部位周辺の 日除けの形
状等から別途算出した値」

Point



１．共同住宅の外皮性能基準

１－４．熱橋の考え方

大梁

小梁

構造熱橋部の対象となるのは、外気等に面する大梁と柱が対象
外気等に面さない小梁やスラブは対象外

構造熱橋部の長さ



１．共同住宅の外皮性能基準

１－４．熱橋の考え方



１．共同住宅の外皮性能基準

１－４．熱橋の考え方



１．共同住宅の外皮性能基準

１－４．熱橋の考え方

https://hyoukakyoukai.ezas.jp/a/seminar/keisansheet/
熱橋形状決定➣按分率決定➣温度差係数を考慮
という流れ

1/3 1/3

1/3

1/2

1/2
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１．共同住宅の外皮性能基準

１－５．温度差係数について



外皮平均熱貫流率ＵA

＝Σ（部位の面積 × 部位の熱貫流率 × 温度差係数）

÷外皮面積の合計

現行のUA計算で
見込んでいる熱損失

現行のUA計算で
見込んでいない熱流入

当該住戸 隣接住戸外気

隣接住戸

隣接住戸

0℃ 20℃ 20℃

外気
隣接住戸

1～3地域 4～8地域

1.0 0※2 0※2

熱貫流率の最大値の上限 [W/(m2K)]

1～3地域 4地域 5～7地域 8地域

2.3 3.5 4.7 問わない

※2（温度差係数「0」を適用できる要件）
住棟を構成する全ての住戸が以下の要件を満たす場合。
当該住戸の熱的境界を構成する各部位において、施工上
やむを得ない部分を除き、外気に接する壁及び開口部の
熱貫流率は仕様基準等で定める部位毎の熱貫流率の基準
以下とし、その他の外気等に接する部位は無断熱としな
いこと（8地域については問わない）。

１．共同住宅の外皮性能基準

１－５．温度差係数について



２．標準計算ルートによる評価方法

２－１．住戸構成図（計算住戸）の考え方

①

②

③

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧



２．標準計算ルートによる評価方法

２－１．住戸構成図（計算住戸）の考え方

⑨

⑩

⑪

⑫

⑭ ⑮ ⑯ ⑰
⑬



２．標準計算ルートによる評価方法

２－１．住戸構成図（計算住戸）の考え方

① ② ③ ④

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓

⑱

共用部

1/3 1/3

1/3 共用部



２．標準計算ルートによる評価方法

２－２．基本情報の読み込み（地域区分など） 



２．標準計算ルートによる評価方法

２－３．部位リストの作成（構造躯体の読み取り）

部位熱貫流率計算-2

（ 外壁１ ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

－ － 0.110

0.026 0.040 1.538

1.600 0.220 0.138

－ － 0.040

1.826

0.548

仕様番号 部　分　名

外壁1_w220_吹付ウレタン40

表面熱伝達抵抗　Ｒsi

吹付硬質ウレタンフォームA種1H

コンクリート

表面熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ



■断熱材仕様

熱伝導率
［W/(m･K)］

凡例

[外断熱] 硬質ウレタンフォーム断熱材　2種1号 0.023

[内断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026

[外断熱] 押出法ポリスチレンフォーム断熱材　3種bA 0.028

[外断熱] 押出法ポリスチレンフォーム断熱材　3種bA 0.028

（補強長さ）

[内断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026 20 L=450

[内断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026 20 L=450

[内断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026 20 L=450

[外断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026 20 L=200

[内断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026 20 L=450

[内断熱] 吹付け硬質ウレタンフォーム　A種1H 0.026 20 L=450屋上設備基礎下

屋根

外壁、柱・梁

床

界床（ピット）

下階壁

断熱材

50

30

材厚
［㎜］

50

40

部位

屋根スラブ（下）

床スラブ（上）

床スラブ（下）

戸境壁

【熱橋部断熱補強】

２．標準計算ルートによる評価方法

２－３．部位リストの作成（断熱仕様の読み取り）
部位熱貫流率計算-1

（ 屋根 ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

－ － 0.090

1.600 0.180 0.113

0.023 0.050 2.174

－ － 0.040

2.416

0.414

仕様番号 部　分　名

屋根_d180_硬質ウレタン50

表面熱伝達抵抗　Ｒsi

コンクリート

硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号

表面熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ

部位熱貫流率計算-2

（ 外壁１ ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

－ － 0.110

0.026 0.040 1.538

1.600 0.220 0.138

－ － 0.040

1.826

0.548

仕様番号 部　分　名

外壁1_w220_吹付ウレタン40

表面熱伝達抵抗　Ｒsi

吹付硬質ウレタンフォームA種1H

コンクリート

表面熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ



２．標準計算ルートによる評価方法

２－４．開口部の入力

算定式 ： UW＝0.812×Ug(1.8)＋1.51＝2.971…



２．標準計算ルートによる評価方法

２－４．開口部の入力

https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf

算定式 ： ηd,i＝ηg,i (0.64)×0.8＝0.512



外壁面積＝10.6ｍ×2.96ｍ＝31.376㎡

窓合計面積＝（1.3+1.3+0.65）×1.15＝3.7375㎡

温度差係数＝  外気  ➣ 1.0

２．標準計算ルートによる評価方法

２－５．部位別面積の入力

https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf

＜北面の入力例＞

部位熱貫流率計算-2

（ 外壁１ ）の実質熱貫流率　Ｗ/（㎡Ｋ）

一般部

熱伝導率λ
Ｗ/(ｍ・Ｋ)

厚さｄ
ｍ

ｄ/λ
㎡・Ｋ/Ｗ

－ － 0.110

0.026 0.040 1.538

1.600 0.220 0.138

－ － 0.040

1.826

0.548

仕様番号 部　分　名

外壁1_w220_吹付ウレタン40

表面熱伝達抵抗　Ｒsi

吹付硬質ウレタンフォームA種1H

コンクリート

表面熱伝達抵抗　Ｒse

熱貫流抵抗　　ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）

熱貫流率　　　Ｕｎ＝１/ΣＲ



２．標準計算ルートによる評価方法

２－６．熱橋部の入力

https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf

難しいので丁寧に

①

断

面

外壁・界床

スラブ上下:断熱補強 あり

住戸

住戸

450

②

断

面

外壁・界床

スラブ上下:断熱補強 あり

住戸

450

住戸

外気

③

断

面

外壁・界床（玄関部）

スラブ上下:断熱補強 なし

住戸 廊下

450

住戸

④

平

面

外壁・界壁

界壁：断熱補強 あり

廊下

住戸 4
5
0

①

②

③④



２．標準計算ルートによる評価方法

２－６．熱橋部の入力

https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf

①

断

面

外壁・界床

スラブ上下:断熱補強 あり

住戸

住戸

450

②

断

面

外壁・界床

スラブ上下:断熱補強 あり

住戸

450

住戸

外気

③

断

面

外壁・界床（玄関部）

スラブ上下:断熱補強 なし

住戸 廊下

450

住戸



https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html

２．標準計算ルートによる評価方法

２－７．集計結果表示



２．標準計算ルートによる評価方法

２－８．WEBPRO（一次エネ）の外皮へ入力



３．申請書類（外皮計算書）

３－１．外皮計算結果一覧

３－２．住戸構成図

３－３．部位リスト

３－４．熱橋部リスト

３－５．開口部リスト

３－６．根拠図

３－７．日射熱取得率計算書

３－８．外皮計算書 

目次 第２章 申請図書編

４．申請書類（設計図書）

４－１．建築図

４－２．断熱範囲図



３．申請書類（外皮計算書）

３－１．外皮計算結果一覧

ポイント
どういうところを表示する必要
があるのか

計算住戸の一覧を表示し各住戸
が基準に対して達成しているか
否かの可視化

計画書第５面は住戸毎に記載するようになっているため、右表のように集
約した表を作成します。



３．申請書類（外皮計算書）

３－１．外皮計算結果一覧

ポイント
どういうところを表示する必要
があるのか

計算住戸の一覧を表示し各住戸
が基準に対して達成しているか
否かの可視化

こちらは国土交通省による集約様式例です。様式は自由ですが、第５面の
内容が盛り込まれていることが必要

住戸に関する事項（第五面共同住宅等集約版）

①　住戸部分（標準計算）

外皮平均

熱貫流率

冷房期の

平均日射

熱取得率

設計一次

エネルギー

消費量

基準一次

エネルギー

消費量

その他一次

エネルギー

消費量

[階] [㎡] [W/㎡・K] [－] [GJ/年] [GJ/年] [MJ/年]

1 A棟_C妻① 101 1F 68.71 0.50 1.6 ○ 54.5 60.5 16,262 0.87

2 A棟_A① 102 1F 68.18 0.37 1.4 ○ 52.0 60.0 16,174 0.82

3 A棟_A② 103 1F 68.18 0.37 1.4 ○ 52.0 60.0 16,174 0.82

4 A棟_A① 104 1F 68.18 0.37 1.4 ○ 52.0 60.0 16,174 0.82

5 A棟_A③ 105 1F 68.18 0.40 1.4 ○ 52.4 60.0 16,174 0.83

6 B棟_B 106 1F 68.71 0.50 1.6 ○ 54.5 60.5 16,262 0.87

7 B棟_A④ 107 1F 68.18 0.37 1.1 ○ 51.4 60.0 16,174 0.81

8 B棟_A⑤ 108 1F 68.18 0.37 1.1 ○ 51.4 60.0 16,174 0.81

9 B棟_A④ 109 1F 68.18 0.37 1.1 ○ 51.4 60.0 16,174 0.81

10 B棟_C 110 1F 68.71 0.50 1.6 ○ 55.6 62.2 16,262 0.86

11 A棟_C妻① 201 2F 68.71 0.42 1.7 ○ 53.4 60.5 16,262 0.84

12 A棟_A① 202 2F 68.18 0.28 1.5 ○ 51.0 60.0 16,174 0.80

No タイプ名 【1.住

戸の番

号】

判定 BEI

（外壁、窓等通しての熱の損失

の防止に関する事項）

【4.住戸のエネルギー消費性能】

（一次エネルギー消費量に関する事項）
【2.住

戸の存

する

階】

【3.専

用部分

の床面

積】



３．申請書類（外皮計算書）

３－２．住戸構成図

ポイント
計算住戸グルーピング

計算住戸とグルーピングの例を示す
205のような住戸がなぜ計算住戸になるのか
これをわかりやすく一枚で表示する

1/3 1/3

1/3



３．申請書類（外皮計算書）

３－３．部位リスト



３．申請書類（外皮計算書）

３－４．熱橋部リスト



３．申請書類（外皮計算書）

３－５．開口部リスト



３．申請書類（外皮計算書）

３－６．根拠図

［外壁・界壁・開口部、熱橋部(戸境壁)] ［屋根・天井、熱橋部(見上げ)] ［床、熱橋部(見下げ)]



３．申請書類（外皮計算書）

３－７．日射熱取得率計算書 



３．申請書類（外皮計算書）

３－８．外皮計算書 



３．申請書類（外皮計算書）

３－８．外皮計算書 



３．申請書類（外皮計算書）

３－８．外皮計算書 

ΣA（L）・U・H＝98.68 ÷ ΣA＝240.42

= UA＝0.4104・・・ ⇒ 0.42

外皮熱損失量
合計

÷
外皮面積

合計

= 外皮平均熱貫流率（UA値）

外皮平均熱貫流率（UA値）の算定



４．申請書類（設計図書）

４－１．建築図

建築概要 仕上表 求積図

配置図 平面図

立面図 断面図 平面詳細図 建具表

外皮計算に必要な図面を添付する



４．申請書類（設計図書）

４－２．断熱範囲図

断熱補強450㎜



４．申請書類（設計図書）

４－２．断熱範囲図

１階 ２～４階

屋根伏 断面



４．申請書類（設計図書）

４－３．申請書類の一覧

結果一覧 住戸構成図 部位リスト 部位リスト
熱橋部

熱橋部一覧 開口部リスト

開口部計算書
熱貫流率・日射熱取得率

外皮計算書 根拠図

建築図 断熱範囲図

住棟全体に
係る計算書

各住戸の
計算書

設計図書

断熱範囲図

建築図

設計図書

根拠図

UA・ηAC計算書

窓の熱貫流率及び日射熱取得率一覧

［計算書・根拠図］

開口部リスト

熱橋部 線熱貫流率一覧表

部位リスト 熱橋部

部位リスト

住戸構成図

UA・ηAC計算結果一覧

住戸の外皮性能

外皮平均熱貫流率（UA）及び平均日射熱取得率（ηAC・ηAH）



引用元

第１章 評価方法編
出典 引用元

１．共同住宅の外皮性能基準

１－１．住宅の外皮性能基準（UA値・ηAC値） 国土交通省 https://www.mlit.go.jp/common/001627105.pdf

１－２．外皮平均熱貫流率（UA値）の算出方法 〃 〃

１－３．日射熱取得率（η値）の算出方法 〃 〃

１－４．熱橋の考え方 〃 〃

国立研究開発法人 建築研究所 https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会 https://hyoukakyoukai.ezas.jp/a/seminar/keisansheet/

１－５．温度差係数について 国立研究開発法人 建築研究所 https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-2_241202_v12.pdf

国土交通省 https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf

２．標準計算ルートによる外皮性能の評価方法 出典 引用元

２－１．住戸構成図（計算住戸）の考え方 ー ー

２－２．基本情報の読み込み（地域区分など） 国土交通省 https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html

２－３．構造体登録（部位リストの作成） ー ー

２－４．開口部の入力 国立研究開発法人 建築研究所 https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf

２－５．部位別面積の入力 ー ー

２－６．熱橋部の入力 国立研究開発法人 建築研究所 https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf

２－７．集計結果表示 国土交通省 https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html

２－８．WEBPRO（一次エネ）の外皮の入力 一般財団法人 住宅・建築 SDGs 推進センター https://house.lowenergy.jp/

第２章 申請図書編
出典 引用元

３．申請書類（外皮計算書）

３－１．外皮計算結果一覧 国土交通省 https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/29.html

３－２．住戸構成図 ー ー

３－３．部位リスト ー ー

３－４．熱橋部リスト ー ー

３－５．開口部リスト ー ー

３－６．根拠図 ー ー

３－７．日射熱取得率計算書 ー ー

３－８．外皮計算書 ー ー

４．申請書類（設計図書） 出典 引用元

４－１．建築図 ー ー

４－２．断熱範囲図 ー ー

https://www.mlit.go.jp/common/001627105.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf
https://hyoukakyoukai.ezas.jp/a/seminar/keisansheet/
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-2_241202_v12.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-2_241202_v12.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-2_241202_v12.pdf
https://www.mlit.go.jp/common/001577777.pdf
https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html
https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html
https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-3_251001_v25.pdf
https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html
https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html
https://www.mlit.go.jp/shoene-label/insulation.html
https://house.lowenergy.jp/
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/29.html
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